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1. I口頭語」の認定
「口頭語 J (口語)とは何か。広義では，書き言葉に対する話し言葉をいう。即ち，書面語
等の一部の語を除いて「話し言葉」である現代共通語(=現代普通語)そのもの全てを指すと
いえる。しかし，我々がここで言う口頭語とは，“娼婦" (母親)，“老婆" (妻〉は入るが，“丈
夫" (夫)，“姐姐" (姉)，“妹妹" (妹〉は入らないものである。つまり，現代普通語を形成す
るある特定の層である。現代普通語は主に次の①~⑥の六つの層から成り立っている(Iì中国
語の環~ 30号参照)。これは，中国社会科学院語言研究処詞典編輯室編『現代漢語詞典~ 0985 
年版)， Iì現代漢詩詞典・補縞.~ 0989年版〉に収められている語にくロ〉く方〉く書〉く古〉の表示
がなされているものである。
①一般語語嚢 ....・ H ・.....・ H・-無表示の語
②口頭語語嚢 ・….....・ H・-…・・く口〉表示の語
③方言語嚢 ・・H ・ H ・ H ・ H・-…く方〉表示の語
④書面語語葉 ....・H ・.....・H・-く書〉表示の語
⑤古文語嚢 ・・H ・H ・....・ H・..く古〉表示の語
⑥成語・諺語語嚢
ここでIì現代漢語調典』の表示するく口〉く方〉く書〉く古〉の符号が完全であるかといえば，
必ずしもそうとは限らない。なぜなら，く口〉とく方)，一般語とく書〉等，境界線を引けない
lまかりか，これらが重なり合うこともあるからである。しかし，現在のところ『現代漢語詞
典』が最も信頼すべき辞書であるゆえ，この表記に従って論を進める。
??
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一般には，口頭語，方言，一般語の三つの語棄を含めて「口頭語」とされている。しかし，
我々が言う，口頭語とは，普通語を形成する主な六つの層のうちの一つの層を指す。即ち，
『現代漢語調典J (以下，補編も含めて指す)のく口〉表示の語で，下記の図②の部分である。
面
口頭語語葉
② 一般語語嚢
方言語葉 ① 
③ 
同 書面語語葉 ④ 
古文語葉 ⑤ 
「俗」に対極するものとして「通」がある。 r俗」とは，卑近でくだけた語棄で r通J と
は通常の，一般的語素である。これとは別に「雅」が「俗」と対極を成している。 r俗」に対
して「雅」は改まり，かしこまっている。従って，大雑把に言えば「俗」は口頭語語嚢， r通」
は一般語語葉 r雅」は書面語，古文語棄が属する。
『現代漢語詞典』を編んだ人々は中国語を母国語とし，北方〈北京)出身者が多くを占める
と思われる。そのようなもとで〈口〉表示は編者の感性によるものとしてごく慾意的に行われ
たのではないだろうか。ところが我々は，できるかぎり理性的に，客観的にく口〉表示の根拠
を示そうと試みたので・ある。そこで，今 r口頭語」とはどのようなものか， Ii現代漢語調典』
のく口〉表示はどのような規準で行われたのか，その認定を行い，特殊性を明らかにしたい。
我々のいう「口頭語」は，次の如き認定方法が考えられる。
(1) 書面語的語嚢と対立する語嚢
(2) JL化語(非JL化語との関係から)の語嚢
(3) 軽声語の語嚢
(4) 北京方音〈く方〉表示の方言語嚢と一致するもの以外〉の語嚢
a. 現在なおも北京方音の語嚢
b. ((普通話異読詞審音表》発表以前は北京方音の語嚢
C. 読書音に対して口語音を採用している語嚢
(吋北京語に出自をもっ語糞
(6) 表示が俗字の語嚢
これらの認定方法により，以下，検証する。
なお，我々の指す口頭語は半分以上が出自を北京語とする語である。その語には〔北〕のマ
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ーグをつけた。北京語に出自をもっ語は(1)-----(6)の各項目にまたがる場合が多い。
2. 書面語的語嚢〈一般語〉と対立する語嚢
口頭語とかけ離れた位置にあり対立するのが書面語，古文語棄である。この中間にあるのが
一般語語棄で，我々がここでいう口頭詩は一般語とも対立する。即ち，一般語は書面語そのも
のではないが，時に，書面語的として用いられるからである。例えば r母親j を意味する
“婚婦"は口頭語で，“母来"は一般語である。従って，改まった言い方をする場合，“母来"
の方を用い，“持娼"は用いなし、。このように，“母奈"は一般語で，書面語そのものではない
ものの，書面語的語棄といえる。これは r通J (通常語，一般語)に対する「俗J (口頭語〉
の語もここの項には含まれることを意味する。
以下は，このような対立する関係の口頭語語嚢群と書面語的語嚢(一般語)を挙げた。
口頭語(書面語的語葉と対立する語葉)
省;笛笹;参
背黒鯛〔北〕
背飢荒
鼻子眼
崩園
伯伯
長虫〔北〕
嘆着〔北〕
吃JL[北J ;吃食
抽巴
串瀞〔北]
吹〔北〕
蔵JL
打春〔北〕
打点滴
打短JL [北〕
打脆JL [北〕
打交道
大佐子
大師樽〔北〕
大令〔北〕
大油〔北]
待(=呆) [北〕
大夫
踏腿()L) [北〕
地1;1J
地根JL [北〕
父来
受寛柾
欠債
鼻孔
楠困
伯父
蛇
責怪
食物
牧縮
散歩
書面語的語葉(一般語〉
守口;破裂
因章
立春
輸液
倣短工
小睡
交恥
杯苧
和尚;厨肺
伯父;年長男子
猪油
停留
医生
死亡
地震
根本;以来
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頂噴〔北〕
劫火(JL) [北〕
劫汽
対眼
多会JL [北J ' 
耳塞〔北J ;耳尿
ニ摘指
定毛〔北〕
友蒙〔北〕
肥実〔北〕
肺病
糞n
稿余
改噴
肝花
眼人
工銭
佑摸〔北〕
始始;姑婿
始令
怪〔北〕
呪弧叫〔北〕
官司〔北〕
管〔北〕
光溜;滑溜〔北〕
脂置〔北〕
辻年
海北
害脹〔北〕
汗掛JL
波民
行当(JL) [北〕
好JL [北〕
号尖(JL)
黒更半夜
黒帖(JL)
黒信
横竪〔北〕
猿皮筋JL [北〕
后参
后婿;后娘
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后JL (北〕
后尾JL (北〕
厚実〔北〕
杯蛋
杯水(J L) (北〕
黄〔北〕
黄病
魂英(JL)
都噴(J L) (北〕
活使〔北〕
活荏〔北]
活波〔北〕
活拍JL
活銭JL
4奇角〔北〕
渇巴
ヌ母子j し 〔北〕
急病
凡jしはじ
折落
家当(J L) (北J ;家私
家什〔北〕
家小〔北〕
加級生
俳碍(JL) [北]
嫁人
架勢〔北〕
僅巴〔北〕
暢用
撹混
撹和〔北〕
脚『
教n (JL) 
街坊〔北]
街面JL上〔北〕
詰来
姐JL{!'1 
借字JL [北〕
金貴
筋(J L)
緊着〔北〕
遊款
后天
后迫
厚
杯人
杯主意
失敗
黄痘
魂
唇裂
英活;方便
衣活
庇i亥
活詰
現銭
角
関茎
湾蛋
急症
鵬一天?
排折
家P
家具
妻与子;妻子
真鯛
俳目
出嫁
姿勢
僅硬
生活費用
混和
混合
脚解
伊斯竺教
祁居
市面;附近街巷
錯婚
姐妹{!'1
借据
珍貴
初帯
加緊
牧入
お
効尖 CJL) [北〕
京戎
精汽神)L [北〕
酒坑 CJL)
就辻;就算〔北〕
勇男
勇婿〔北〕
巻巴
振 (jue) [北〕
覚乎〔北〕
汗〔北〕
汗杯
看得辻)L
看得起
看侭
空紳〔北〕
抵捜〔北〕
口 CJL)
寄噴〔北〕
挟
寛松
桂〔北〕
位鼻)L
控祉〔北〕
控抽居〔北〕
挫倒〔北〕
控飢荒〔北〕
遁遁〔北〕
来得
頼
轍虫;慨骨尖臼ヒJ ;慨貨
老鵠〔北〕
老娘
老婆
老外
老子
姥姥;老老
示〔北〕
聯〔北〕
零吃 CJL) [北〕
領道()L)
溜述〔北〕
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力量;釈扱情緒
京刷
精神
酒寓
就是・・・也・. 
男父
男母
巻;裏
折 (zhé)
覚得
吃
〈初次〉生P
債得看
重視
軽視
空竹
枢喜音;磨踊
系統;部門;単位
寄口
困
寛鰭;寛暢;富裕
排世(大便)
日島汽笛
技;辛勤抗葬;提抜;勾詰;牽祉;岡淡
翻悔
算了
欠債
不整浩;抗佐
世任毘得
不好;杯
備惰的人
島璃
牧生婆
妻子
外行的人;外国人
父奈
外祖母
笑
閑淡
零食
帯路
散歩; I潤走
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持〔北J ;娼婦〔北〕
突実人
茅房〔北J ;茅廊〔北〕
帽花 CJ L)
i迷JL (m鑛r) [北〕
明JL [北〕
名汽
妨妨
妨水
妨子
男人
脳袋〔北〕
脳円JL [北J ;脳円子〔北〕
能耐〔北〕
鳶巴〔北〕
娘JL{f1 [北〕
紐 CJ L) [北〕
努劫JL [北〕
女人
女婿
拍〔北J ;拍弓庇〔北J ;捧臭脚〔北〕
童纏〔北J ;童費〔北〕
剖〔北〕
配対
皮筋JL
庇股〔北〕
破控 CJ L)
破迷JL [北〕
芥理〔北〕
起根 CJL) [北〕
抱架〔北〕
桟票 CJ L)
袷崩
拾子JL [北〕
梼洞 CJL)
努光蛋
曲膳
全乎 CJL)
寝暖〔北J ; !襲〔北〕
熱和〔北〕
関〔北〕
熱度
母来
商人
周所
帽徽
迷浩
明天
名声
祖母
乳汁
(牛、羊等的)乳汁
丈夫
尖;脳筋
前額
技能;本領
鳶
娘JL
女該子
努力;加勤
妻子
丈夫
洛煽奉承
路費
除去;減去
交尾
橡皮筋
腎
度品
靖逃JL
牧拾;整理
以来;一向
争斗;打架
銭市
拾籍
中金弾
耕孔
努古人
駈弼|
芥全
砂岡;声旅
熱;来熱
民然;尽管
体温
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牧和〔北〕
牧梯
撤尿
無后 CJ L) [北〕
色 (sh五i) ()L) [北〕
H向午〔北〕
上半嗣 CJ L) [北〕
伸腿 CJL) [北〕
身ノトJL
身架 ()L)
身量 ()L) [北J ;身条JL
生葬
姉娘
石共子JL
拾援〔北〕
突減〔北〕
突着
使喚〔北〕
i式巴〔北〕
勢尖
是↑jし〔北]
是味JL [北〕
牧拾〔北〕
手署長()L)
手工
叔叔
数落〔北〕
爽当
水鵠鵠
順当〔北〕
順汽
死巴〔北〕
死活〔北〕
死拍JL
松明
送死
俗活()L)
5J数()L)
拾柾〔北〕
掬腰包
天底下
期(=期股) [北〕
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柔軟
調梯
排世尿
后退
顔色
中午
上午
死亡
身材
躯体;身躯
身材;十子
生育
姉母
小石挟
忽治;.1&拾
i成実;老実
踏実;安穂
使用
i式監;会試
形勢;情勢
是対手
味道正;箭服
整治;消天;系死
因章
振酬
叔父
責各;不住明地列挙着悦
爽利;敏捷
務鵠
JI顕利
告子暢;痛快
死板;不良活
五i合如何
死詰
松口
投死
俗i吾
年齢
争耕
出銭;小倫倫京西
世界上
厚着陸皮
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挑費〔北〕
咲樹
調子JL
土豆 (JL) 
控噛脚
完蛋
玩JL完〔北〕
玩意JL (北〕
稽庄喜
膳鱒〔北〕
下半日向
下道 CJL)
下三!住〔北〕
下剰
下手 CJL)
現銭
現下〔北〕
多下
想尖
小腸串~ (北〕
小商口 CJL) (北〕
小栂指
小姪JL
小小不吉〔北〕
小中長 CJL)
孝道
些↑
斜拐〔北〕
新婚姐j し
イ吉皮j し 〔北〕
叙道
楚摸;寺摸〔北〕
鴨子JL (北〕
庄根JL [北〕
顔色 (yánshai)
閤玉帳
今寺令
衣裳
ー宿 CJL) (yîxi首 (r))
ー早JL (北J ;清早〔北〕
摸娼;挟JL (北〕
『現代漢語詞典』中のくロ>語棄の認定
日常費用
赤鉄
構固
弓齢薯
訴台
埼台;!設ヲミ
埼台;失敗
玩具;奈技等;京西
稔重
杯苧
徒芳元益;膳祉
下午
没正径;下流
下賎;抗日庄;元頼双
剰余
助手
現款
現在
多村里
想法;希望
油汽
青年夫姐
小指
小女該JL
経徴
小費
孝JI慣
~止じ
歪斜
新娘
信封
叙淡
手投
鴨蛋
根本;以来
顔料;染料
高利貸
祖父
衣服
一夜
清長
摸母
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捜太太 妾
因由 CJL) [北〕 原因
郎費 曲B資
有rlJL [北〕 有希望
有喜〔北〕 杯苧
電量;元負 瞥
同F 幅吐
月{分牌 CJ し) 年厨;日田
月牙 CJLJ ;月芽 CJL) 新月
再不 要不然
早半天JL [北〕 上午;中午以前
ナL耳粂 刺耳
!昨〔北〕 生汽
摘見〔北〕 摘借
長相 CJL) [北〕 相貌
獄銭 15*扮;増加銭
伎腰 捧腰
送会jしはじ 逮肘候
槙圧 央土決
宜打亘 径宜;亘載
中不溜JL 中等的;中間的
紳点 CJL) 吋向;小肘
神尖 小肘
爪JL 脚;器物脚
特悠・特瀞〔北〕 特功;漫歩
嫌 CJL) ;嫌尖〔北〕 利潤
装蒜〔北〕 装糊徐;装陸作勢
庄稼地 団地;坂田
庄稼況;庄稼人 衣民
准尖 准碕性
撰〔北〕 打(人)
租践 租金
鳴巴〔北〕 鳴
日最 〔北] 枕吸
作践〔北〕 糟腸
*“~子"は軽声語の所で取り挙げる為，後に回した。
3. JL化語の語嚢
JL化語は北方語の特徴であり，特に北京語では極めて多い。口頭語にも“J L" を語尾に付し
たJL化語が多い。この理由は， JL化語が「軽いJ r柔らかい」気分を表すからである。口頭語
。。
『現代漢語詞典』中のく口>語棄の認定
が， I重みのないJ I軽いJ 感じを与える語嚢表現であるのと合致する。反対に I荘厳な」
「どっしりとしたJ Iごつごつした」雰囲気の語棄である書面語，古文語棄とは対立する。従
って，書面語，古文語嚢にはJL化語はふつう存在しない。なお， JL化語とするか否かの基準は
『現代漢語調典』に依る。
どのような語がJL化語となるのか。例えば，“~十(去声)"“~会"“~如"“~子(上声)"
等の如く，ある特定の語によく付接される。現在では次のような特定語という法則性が見出せ
る。
一千 (-gè) 挨令JL[北J ;換↑JL [北J ;身↑JL; 是十jし〔北〕
一会 多会JL [北J ;那会JL ;送会JL [北〕
一劫 捗効JL [北J ;柳劫j し〔北J ;美効JL ;猛劫JL [北J ;死劫JL
一如 按拍JL ;摺拍JL ;死拍j し
一日 明日JL [北J ;摸nJL [北J ;脳日JL [北〕
一子 (-zi) 湾子JL [北J ;胞子JL; 拾子JL [北J ;桐子JL; 石共子JL ;鴨子JL [北]
皆、 成怠JL [北J ;打忌JL [北J ;掌忌JL
また，非JL化語との関係からみればJL化語の内訳は次のようなものが考えられる。
(a)J L化語しかない語嚢
(b)非JL化語に対して， JL化語の語葉。この両者は意味が同一。
(c)非JL化語に対して， JL化語の語索。この両者は意味が異なる。
(d)JL化語，非JL化語のどちらでもよい語索。
JL化語，非JL化語の規準は『現代漢語調典~ vこ“J L" が付接するか杏かに委ねた。なぜなら
ば， “小意思JL" “家小JL" “小祉子JL" のように，北京語ではJL化語であっても現代普通語
(=[J現代漢語調典』。これをここでの語嚢採録の基準とする)では非JL化語としているからで
ある。
以下，具体的に検討する。
(a)J L化語しかない語業
これは，一般にJL化され，口頭語となる語素である。即ち，非JL化語が『現代漢語調典』に
存在しないものである。
挨班JL
挨↑JL [北〕
挨肩JL [北〕
按拘JL
抗尖JL
癌痢眼JL [北〕
振不倒JL[北〕
包囲JL [北〕
抱因JL [北〕
背坊JL
集活JL
鼻子眼JL
ヮ“
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病包JL (北〕 限越JL 抱腿JL (北〕
不是味JL (北〕 移効JL (北〕 胞子JL
蔵猫JL 移味JL (北〕 皮筋JL
草底j し 骨呆JL [北〕 偏心眼JL (北〕
成忌JL [北] 手童市JL [北] 破述JL (北〕
吃喝JL (北〕 辻氏JL [北〕 宇ト股JL
出数JL (北〕 后尾JL [北〕 七始八嬢JL (北〕
串秩JL (北〕 杯包JL [北〕 芥尖JLヂf脳JL
打短JL (北〕 換↑JL [北〕 前后脚JL [北〕
打胞JL [北〕 活銭JL 拾子JL [北〕
打歪JL [北〕 湾子JL [北〕 上尖JL [北〕
打帽JL [北〕 急荏JL (北〕 身十JL
打喝JL (北〕 借字JL [北〕 身条JL
打奈JL (北〕 精「神JL [北〕 石共子JL
打忌JL [北) 精神共JL [北〕 是↑JL (北〕
大伏JL [北〕 究根JL [北〕 是味JL (北〕
大輝jしはじ 汗杯JL 是祥JL [北〕
当日 JL [北〕 投鼻JL 死効JL
地根JL [北〕 柳天JL [北〕 死拍JL
能頭JL 柳効JL [北〕 玩意JL (玩芝JL) (北〕
調rlJL [北〕 没河JL [北〕 小抄JL [北〕
捧点、JL [北〕 美効JL 調子JL
豆魚JL 猛効JL [北〕 酸共JL
短打扮JL [北〕 摸黒JL [北〕 心寓jしはじ
多会JL (北〕 摸日JL [北〕 信皮JL [北〕
抱釘JL 牟忌JL 鴨子jしはじ
揺拍JL 那会JL 圧根JL (北〕
証明JL (北〕 納阿JL [北〕 逮会JL (北〕
明樹JL [北〕 脳円JL [北〕 宜心眼JL
高枝JL [北〕 酔撤JL 中不溜jしく中溜JL)
(b)非JL化語に対して， JL化語の語葉。この両者は意味が同一。
非JL化語が存在する。その語に対してJL化することにより口頭語となるもの。ただし， JL化
語となっても意味は同一である。
“~片JL" が多い。これは，現代科学技術・産業の発達に伴う用語であるため，比較的新し
い語素である。
白班JL
彩色片JL
唱片JL
功画斤JL
故事片JL
黒白片JL
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i己表片JL (記素片J L)
募紙片JL
科教片JL
美求片JL
桑甚JL
晩半天JL [北〕
去声片JL
相片JL
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小該JL
新娘姐JL
摸JL [北〕
有flJL [北〕
早半天JL (早半H向JL) [北〕
照片JL
正片JL
中間JL [北〕
昨JL (昨JL↑) [北〕
迷JL (m鑛r) [北〕
(c)非JL化語に対して， JL化語の語葉。この両者は意味が異なる。
非JL化語が存在する。その語に対してJL化することにより口頭語となり，且つ，非JL化語と
意味が異なる語嚢である。なお，半分以上が北京語に出自をもっ。
況重jし〔北〕 筋JL 后JL (后JL↑) [北〕
抽筋JL 口 JL 明JL (明JL↑) [北〕
吹夙JL [北〕 落JL (l瀰r) [北〕 嚇JL
路腿JL [北〕 零花JL [北〕 那JL
地面JL [北〕 治JL [北〕 前JL [北〕
翻JL 送信JL 令JL
行当JL [北〕 破佐JL 爪JL
凡JL (凡JL↑) [北〕 伸腿jしはじ
一般には，以上のように， JL化は口頭語である証を示す。ところが，逆の立場の語がある。
例えば，“対眼" (自分の眼にかなう;満足する〉は口頭語であるが，“対眼JL" (やぶにらみ〉
はJL化語であるにもかかわらず一般語である。
(d)JL化語，非JL化語のどちらでもよい語嚢。
「財産J の意味の“家当"は“家当JL" としても，どちらでもく口〉表示である。このよう
に， JL化しでもしなくてもどちらでも口頭語になる語を“家当 ()L)" のように“J L" をカッコ
で囲む。主なものを挙げる。
抜招 CJL) 挟火 CJL) 鴇角 CJL) [北〕
背汽 CJL) 鬼机英 CJ し) [北〕 家当 CJL) [北〕
不大高 ()L) [北〕 好股 CJL) [北〕 見天 CJL) [北〕
諮披 CJL) 号尖 CJL) 教fl CJL) 
枇 CJL) [北〕 黒帖 CJL) 接火 CJL)
蛋清 CJL) [北〕 活料 CJL) [北〕 効尖 CJL) [北〕
灯泡 CJL) 活音 CJL) [北〕 酒坑()L)
劫火 CJL) [北] 杯水 CJL) [北〕 口 CJL)
兜底 CJL) [北〕 回神 CJ L) 来神 CJL) [北〕
鋼宅水 CJL) 諮瞬 CJL) [北〕 |脂了 CJL) [北〕
限効 CJL) [北〕 活如 CJL) [北〕 零吃 ()L) [北]
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領道 ()L) 牟款 ()L) [北〕 緒子 ()L)
領尖 ()L) 妨~ ()L) 銭票 ()L)
領寓 ()L) [北〕 耐心煩 ()L) [北〕 俄荏 ()L) [北〕
溜述。L) [北〕 蛭 ()L) [北〕 栃洞 ()L)
接火 ()L) 噴 ()L) (p鈩(r)) 全乎 ()L)
毛活()L) 批 ()L) 瓢口 ()L) [北〕
毛票 ()L) 票房 ()L) 熱心筋 ()L) [北〕
帽花()L) 蒲棒()L) 無后 ()L) [北〕
官噴 ()L) [北〕 起根()L) [北〕 色()L) (ah通i(r)) [北〕
4. 軽声語の語嚢
口頭語には軽声語が多い。一般には複音節語で後の音節が軽声になる。この場合，軽声語と
する基準は『現代漢語詞典』に依る。どのような語が軽声になるのか。主に考えられるのが，
次のいくつかのケースである。
(a)接尾辞が付接した語
(b)方位詞，場所名詞の一部
(c)重ね型の名詞
(d)複合形容詞〈重ね型形容詞，状態を表す四文字型形容調)
(e)特定の語
(f)助数調の語
(g)その他の語
(h)軽声，非軽声どちらでもよい語
いずれも北京語に出自の語が多い。そのような語にはこれまで同様にはヒ〕表示を行った。
(a)接尾辞が付接した語
“肥実"σéishi) (Hr:!えた)，“噂巴" (zuiiba) (口の左右の部分〉のように，語末が実際の
意味から離れて，抽象的，暖昧にしか表さなくなる。それは，単に付加されているにすぎない
のである。主な接尾辞とそれに伴う語を以下に示す。
一巴 繍巴 biãnba; 抽巴 chδuba; 凄巴 cδuba; 干巴 gãnba [北J ;湾 jïba;
彊巴 jiãngba [北J ;巻巴 juãnba; 鳶巴 niãnba; 斌巴 shìba [北J; 死巴 sibci[北J ; 
噂巴 zuiba [北〕
-{Il 大老令JL{1l dàl通oyérmen [北J ;寄JL{1l germ en [北J ;姐JL{1l jiermen ; 
娘JL{1l ni疣grmen [北J ;苓JL{1l y駻men [北〕
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一実 肥実 féishi [北J ;厚実 hòushi [北〕
一失 当尖 dàngtou; 浪共 làngtou; 落共 làotou [北J ;路共 lùtou ;木尖 mùtou;
手指尖 shõuzhItou [北J ;抗共JL b縟our ;鬼尖 guItou; 焼失 ràotou [北J ;慨
骨共同ngutou [北J ;毛Y共 máoyãtou [北J ;佐舌尖 lànshétou; 老骨呆
l通og首tou; 想尖 xiängtou ;嫌失 zhuàntou [北〕
一子 案子 ànzi 協子 bèngzi [北J ;病秩子 bìngyãngzi ; r子 chängzi; 吃館子 chï
gu舅zi ;池子 chízi ;大伯子 dá凶izi [北J ;大姑子 dàguzi [北J ;大男子 dàjiùzÎ
〔北J ;大摸子 dàyízi [北J; 万子 dãozi ;稲子 dàozi ;龍子 dèngzi; 地害子 dìyìnzi
〔北J ;洞子 dòngzi [北J ;耳弘子長rzhuìzi [北J ;経子 fèngzi ;蓋子 gàizi 膏子
g縊zi ;賂腿肘子 gëbo zh?zi ;根子 gënzi ;狗腿子 gõutulzi ;姑子 güzi; 骨尖架
子 gutou ji瀛zi ;拐子 gu五izi [北J ;棺材瓢子 guãncai r疣gzi ;根子 gùnZÌ
(b)方位詞，場所名詞の一部
“~上"“~下"“~里"“~面"等が付接した語。
一迫 北述 beibian ;南述 nánbian
一里 長里 chángli ;寓JL里反 wδrlifän
一上 春上 chünshang; 街面JL上 jiëmiànrshang [北〕
一下 市下 jiéxia ;年下 niánxia; 天底下 tiãn dixia , ~下 xiãngxia
(c)重ね型の名詞
長幼・家族関係の呼称語に多い。
兜兜 dδudou; 始姑 gügu; 異臭 jiùjiu ;娼婦 mãma; 妨妨時inai 叔叔 shüshu; 尖共
JL tóutour; 星星 xïngxing; 令令 yéye; 嬢太太 yítàitai ;姥姥・老老 I通olao; 妨妨妨
gün通inai
形容詞のAA型重畳語は通常，軽声にならない。ただし，次の例は形容詞であるが，重ね型で
第 2 番目の音節が軽戸になる。
庫摩 yängyang
(d)複合形容詞(重ね型形容詞，状態を表す四文字型形容調〉
これには状態を表す重ね型形容詞と状態を表す四文字型形容詞 ζがある。いずれも四文字か
ら構成され，第 2 番目の文字が軽声になる。
〔重ね型形容詞〕
全てAABB型である。ただ，中には“哩哩世世" l?il緲? (ばらばら，ぽた仰ぎたり〉の如
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く，純然たる形容詞とは言いにくいものもある。しかし，いずれも状態を示しているこ ζ には
変わりがない。
半半位位 bànbanlãlã ;痘痘嬉嬉(的) geged綸? (ed) ;花花搭搭(的) hu緝uad綸? (de) ; 
傍傍瞳瞳 lènglengkeke ;哩哩駐駐 lïlilãlã ;哩哩夢~ l?ilu?u? ;密密麻麻(的) m?im疥?
(de) ; 
なお， w現代漢語詞典』では“七七八八"(雑多である，ごちゃまぜになっている〉は qïqibãbã
の如く，分かち書きされていずに一語とみなしているが，一語とはおもわれないので，この項
にはいれなかった。
以上の例外にあるのが次の二語である。つまり，第 2 番目の文字が軽声になっていないので
ある。
満満当当(的) m舂舅d縅gd縅g (de) ;満満実実(的) m舅m舅sh﨎h? (de) 
どちらも「ぎっしり一杯まで詰まっている」ことを表す。しかし w現代漢語調典」の表記
がなぜ第 2 番目の文字を軽声にしないのかわからない。
〔状態を表す四文字型形容詞〕
これらの語は反義語が多い。嫌な感じを内包しているのである。そして，四文字のうち第二
番目の文字(軽声字〉の母音が多く“-u" “-i" である。即ち，例えば“A不CD" “A里 CD" 
の四文字型語が多く見られる。
黒陪隆略(的) heigul?gd?g (de) 
紅不榛登(的) h?gbulengdeng (de) 
花不稜登(的) hu綯ulengdeng (de) 
花里胡哨(的) hu緲ih俍h瀰 (de) 
稀里呼噌 x?ihulU 
稀里咋世 x?ihu緲?
(e)特定の語
ある特定の語が見出される。それは，接尾辞とまではゆかないが，接尾辞に似た働きのもの
である。複音節語の後の音節として特定の語が付加される場合に軽声になる。その語の規準は，
張淘如編『北京話軽声詞匪Jl Ol'語文案編・第14輯』所収，中国語文学社， 1963年刊)の採取し
た語尾の語を参照した。
一便 活便 huóbian C北〕
一搭 抽搭 chöuda; 柾搭
一当 行当}L h疣gdangr C北J ;家当()L) ji綸ang (r) C北J ;爽当 shu通ngdang ;順当
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sh?dang [北〕
一得 巴不得 bãbude [北J ;来得 láide
一道 打交道ぬ jiãodao ;汀道 méndao [北J ;下道()L) xi濺ao(r) ;孝道 xiàodao;
叙道 xùdao
一援 揮援 cuãnduo [北J ;拾接 shíduo [北〕
一煩 掲麻煩 däo m畴an ; 1拭煩 nìfan [北〕
-IT古 提唱 niëgu [北J ;汁日古 ninggu [北〕
一暁 町暁 xiàhu [北J ;模暁 zhènhu
一乎 覚乎 juéhu [北J ;乱乎 luànhu [北J ;全乎 ()L)quánhu(r) ;玄乎 xuánhu
-荒 背飢荒 bëi j?uang ;飢荒 jïhuang [北〕
一和 撹和 jiäohuo [北J ;熱和 rèhuo [北J ;軟和 ruänhuo [北J ;句和 yúnhuo [北〕
一伏 家伏・俵伏 jiãhuo [北J ;下家伏 xià ji緝uo 
一家 公家 gδngjia ;老人家 I説orénjia
一投 粗投 cüla
一英 鬼机毘()L) guij?ing (r) [北J ;魂畏 ()L) h佖ling(r) (húnlíng(rつでも可〉
ー溜 光溜 guãngliu; 滑溜 huáliu [北J ;勾溜 yúnliu [北〕
一落 折落 jiluo ;数落 shìíluo [北〕
一磨 纏磨 chánmo [北〕
一摸 佑摸 gümo [北J ;拐摸 lãomo; 楚摸 xuémo; 寺摸 xúnmo [北〕
一弄 捕弄 cuãnnong [北J ;鼓弄 gìínong
一勢 把勢 bäshi [北J ;架勢 jiàshi [北〕
一司 頂尖上司 dingtóu sh瀟gsi ;官司 guãnsi [北〕
一謄 爆謄 bàoteng; 折謄 zhëteng [北J ;倒謄 däoteng [北J ;切登 dãodeng [北〕
ー悠(激〉 串溌 chuànyou [北J ;特悠・特瀞 zhuànyou [北〕
(f)助数詞の語
ほとんどが“小"である。
那小 nàge (あの，あれ，その) ;些↑ xiëge (いくらか) ;這十 zhège (この，これ，その);
噂噌 dülu (つながりあった束やふさになったものを数える〉
(g)その他の語
これまでの法則以外の語。
???rm
ぱ
一回泊???λMU-e ???午椴駒包半背 逼措 bïken
尺寸 chicun [北〕
春上 chünshang
刺接 CÌinao [北〕
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刺痔 cìiyang [北〕
脆郷 cuìbeng
脆生 cuìsheng [北〕
大姉停 dàshïfu [北〕
大令 dàye [北〕
大夫 dàifu
当日 JL d縅kour [北〕
点抜 dianbo
塾脚 diànjiao
劫換 dònghuan [北〕
多会JL du?uir [北〕
耳塞昼間ai [北〕
二意 èryi
煩~ f疣qi 
反叛 f義npan [北〕
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家什・俵什 jiãshi [北〕
将官 jiàngguan
曝用 jiáoyong
撹混 jiaohun
街坊 jiëfang [北〕
搭吃 kãchi [北〕
空紳 kõngzhong [北〕
枢捜 kõusou [北〕
寛松 kuãnsong
技祉 lãche [北〕
位抽居 lã chδuti [北〕
老公 1五ogong
老閏女 l通oguïnü
老娘 l通oniang
老婆 l通opo
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辻年 guònian
恰痢 hãla [北〕
横竪 héngshu [北〕
炉庇 hùbi [北〕
花消 huãxiao [北〕
皇回・黄閃 huángli
活泥 huófan [北〕
ヰ奇角 j?iao [北〕
t那蹄 nuóceng
童纏 pánchan [北〕
童費 pánfei [北〕
陪送 péisong
庇股 pÌgu [北〕
斉理 qí1i (北〕
勤快 qínkuai
清亮 qïngliang [北〕
瓢口 CJL) r疣gkou(r) [北〕
哨午 sh通ngwu (北〕
上歩数CJL) sh瀟g su?hu 
(r) [北〕
身量 shenliang [北〕
実減 shícheng (北〕
実着 shízhao
使喚 shlhuan [北〕
牧拾 shõushi (北〕
属相 shuxiang [北〕
;9数CJL) su?hu(r) 
糖夢卜 tángluóbo
甜甘 tiángan (北〕
填窟塵 tián k?ong 
小吋候 xi五oshíhou
小意思 xi通oyìsi [北〕
斜拐 xiéleng [北〕
新娘担JL x?x凬ur 
兄弟 xiδngdi
姻庇股 yãnpìgu [北〕
顔色 yánshai (北〕
奔活 yanghuo
岐耳呆 y説o erduo (北〕
衣裳 yïshang
硬朗 yìnglang [北〕
云彩 yúncai
再不 zàibu
ナL耳呆 zhã 話rduo
摘見 zhãidui (北〕
拍手卜 zhãnbu [北〕
知会 zhïhui [北〕
租銭 züqian
(h)軽戸，非軽声どちらでもよい語
軽戸，非軽戸どちらでもよい語には(文〉として両方の発音を示した。勿論，地域によって
は軽声，非軽声のどちらかに傾いていることもある。しかし，ここでは，あくまでも『現代漢
語詞典』の表示に従った。
瑛璃 b?li (又) bδlí 
況重JL [北〕
描心〔北〕
ch駭gzhongr (又) ch駭gzh?gr 
c?in (又) c?絜 
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道行〔北〕 d瀰heng (又) d瀰h駭g 
扮附・分付 f?fu (又) fënfむ
向倭〔北〕 g?lou (又) g?l? 
積市JL [北〕 giljier (又) gilji駻 
呼扇. P:忽扇〔北〕 hilshan (又) hilshan 
党乎[北〕 ju馼u (又) ju馼il 
議議〔北] lata(又) lata 
老鵠〔北〕 1通ogua (又) 1義ogua
曲膳〔北〕 qilshan (文) qilsh瀟 
挑費〔北〕 ti與fei (又) ti與f鑛 
稔圧 wenzhuang (又) w話nzhuang
余失(JL) y偀OU(I) (又) y偀?(r) 
玉石 y?hi (又) y?h?
5. 北京方音の語嚢
普通話審音委員会は1957年10月と 1959年 7 月に『普通話異読詞三次審音総表初稿』正及び続
をそれぞれ発表した。そして， 1962年12月に『普通話異続調三次審音総表初稿』第三編を発表。
これらをまとめたのが1963年 2 月に『普通話異続詞三次審音総表初稿』として刊行された。更
に， 1985年12月，国家語言文字工作委員会，国家教育委員会，広播電視部が“関子《普通話異
読詞審音表》的通知"を発表。正式に《普通話異読詞審音表》が刊行された。大衆のはなしこ
とばに合致するよう字音修訂を行ったので、ある。その主な対象は北京方音と読書音であった。
正音審定の結果，現在なおも北京方音を使用しているものと，現在は普通語の発音であるが，
《普通話異読調審音表》発表以前は〈官話音も存在したが，主として〉北京方音であった語棄
群がある。この判別は，北京方言の辞書，語葉集を参照して検討したO ただし， r現代漢語詞
典』にく口〉表示として収録する語であること。そして， く方〉表示の語を除く。
なお，全て北京語に出自をもっ語であるため， [北〕マークは省いた。
(a)現在なおも北京方音を使用している語葉
現代普通語として『現代漢語詞典』に収録されているが，北京方音をそのまま採用している
語群である。
(1) lr現代漢語調典』の修訂版が近く刊行されるという消息を1995年 9 月上海で聞いた。 lr現代漢語詞
典』は，前回1985年 1 月の出版に続き1989年に補編を刊行した。近く出る次回の修訂版は1985年12月
発表の《普通話異読詞審音表》も取り入れられた体裁になるであろう。なお，小稿は， 1985年 1 月版
『現代漢語調典』及び1989年版『現代漢語調典・補編』を用いての論である。
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「変調」は「変読」と同様である。本来の音からの「変調」という意味であるが í本来の
音」というよりも，より一般的な音とするべきかもしれない。
漢字語嚢 |漢語排音字母(北京方音採用の普通話) I 官話音の普通話
半投 bànl五 (位: lã の変調〉
宇E cel 
大伯子 dàd五izi (伯: bó の変調)
道行 d瀰heng (文) d瀰h駭g (行: háng の変調〉
骨禄 g?u (文) g?? (骨 :g邑;禄: 1首の変調〉
骨呆JL g?uor (骨 :g邑の変調)
后尾JL hδuylr (尾 wさi の変調〉
花不稜登 hu綯ul?gd?g (棲: léng の変調〉
撹和 ji與huo (和: hé の変調〉
魁 k? (魁: kè の変調〉
落汗 l瀰h瀟 (落: luò の変調〉
落JL l瀰r (落: luò の変調〉
落尖 l瀰tou (落: luò の変調)
落子 l瀰zi (落: luò の変調〉
迷JL ロlelr (謎: mí の変調〉
劇 qu (蹴: qむの変調)
嘆壊 r縅gr縅g (壌: r通ng の変調)
色(J L) sh通i(r) (色: sè の変調〉
熟 sh? (熟: shú の変調〉
圧根JL yagenr (圧: yã の変調〉
2句 y縊 (灼: yuë の変調)
勾和 y佖huo (和: hé の変調)
折 zh? (折: zhé の変調)
中間JL zh?gji瀟r (阿: jiãn の変調)
(b) ((普通話異読詞審音表》発表以前は主として北京方音であった語嚢
現在は普通語の発音であるが， <<普通話異読調審音表》発表以前は主として北京方音であっ
た語を指す。
*印: 1985年12月発表《普通話異読調審音表》により読み方が新たに統一された語を示す。
語 嚢 現在の排音 《審音表》発表以前の北京方音
凶ibian (又) b話ibiãn
b?o (又) b緤bai 
cu縅dou (又) cu縅dui 
cuannou 
述伯援弄北伯捧揮 b長ibiãn
b?o 
cu縅duo 
cuannong 
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???
r現代漢語詞典』中のく口>語棄の認定
d縅gr 
d縊deng 
d縊lao 
d與teng 
du?
d瀟gr 
d痂deng 
l縊lou 
d痂teng (又) d痂deng 
zm 
ercai 
g通nmiár
gumu 
gu菶hou 
h駭gshi 
l疸a 
l?r 
lìnshuδ 
m痂si 
mi疵 
qIa 
q俍han 
sh舅ghuo (又) sh加ghuo
sh冝ou 
shulao (又) sh邑lou (又) sh凸le
XIanXIa 
xuemo 
zh鑄ulr 
zuo]Ian 
話rsai
g舅m匤gr 
gumo 
gu菶hi 
h駭gshu 
l縟a (又) l縟?
l?r 
J?shu?
釘laoce
ロl1ngr
qi?
q?han (又) q?h瀟 
sh五ngwu
sh冝uo 
shuluo 
XIanXIa 
xunmo 
zh鑄uir 
ZUO]lan 
(c) 口頭音を採用しているもの
〈口〉表示の語の中で，口語音と読書音の二つの発音が存在する語うのち，口語音を採用し
ているものである。口語は，もとより北京語が多いのであるが，ここに挙げた語は(北京語語
棄の辞書類に収録されていないもので) <<普通話異読詞審音表》及び『漢語詞典Jl (商務印書館，
1937年干の，呂永修，頼興華編『現代漢語異読調調典Jl (兵器工業出版社， 1990年刊)の読書音
に対する口語音表示のものである。従って， r北京方音を現在も使用」の項で採録しである語
にはここでは取り挙げていない。例えば， “大伯子" dàb通izi (“bó" の変調)， “落JL" làor , 
“落失" làotou ，“落子" l瀰zﾌ (“luò" の変調)，“色()L)" sh品i(r) (“sè" の変調)，“熟" sh? 
(“shú" の変調)，“2ザ， y縊 (“yue" の変調)である。
口語音を採用している語
号nE口Z 葉 口 三ロ五 音 主的主まE主 書 音
差事 ch灣h? 差 chã
虹 ]Iang 虹 hóng
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暢売露蓄血症宿
田植
Jlaoyong 
k?r) 
l? 
sangrenr 
xi話
yaozl 
ylX1tt 
曝用
売 CJL)
露
桑甚JL
血
痕子
一宿
北京語に出自をもっ語嚢6. 
この種の語が北京方音であるか否かとは別に，北京語に出自を持つ語棄を調べた。理由は，
極めて多いからである。
口頭語が北京語出身か否か北京語を集めた辞典はいくつかあるが，今，次の辞典を利用し，
を判別した。
(商務印書館， 1985年刊〉
(b)宋孝才，馬欣華審閲『北京話語詞匿樫』
(a)陳剛編『北京方言詞典』
(北京語言学院出版社， 1987年刊〉
(北京出版社， 1990年刊)(c)徐世築編『北京土語辞典』
〈口〉表示の中にはたとえ(c)に収録していなくても (b)に
採録しである語棄も少なくない。 (a)が選定枠を最も狭くしている。
判別の結果，数多くのく口〉表示の語棄があることがわかった。全口頭語 1090語のうち，
しカミし，収録語嚢数は， (c)が最多。
これまでに「口頭語の認定」ここに採録したのは，原則として，552語までを占める。なお，
これまではと〕表示を行い，北京語の出自でで取り上げてこなかった語にした。なぜならば，
あることを既に示していたからである。
担待
当家的
得 (dé)
得 (dさi)
得股
弟妹
点尖恰腰
吊JL郎当
頂紅
頂鴫
二百五
二揚脚
友傍
友毛
友蒙
不是味JL
不許
差事 (chàshì)
神
吃香
沖 (chòng)
出仮
吹
打春
大舌尖
大姉停
大天白日
大喜
大令
大油
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把
半瓶酷
半中腰
棒
背黒鵠 (bëi h?gu? 
背 (bèi)
奔命 (bènmìng)
矧 (beng)
宅管条宜
捷
不光
不洗
不禁不由 CJL的〉
不摸共 (bむ mõtóu)
不是玩JL的
『現代漢語詞典』中のく口〉語棄の認定
i亥死 拐柏、 喪主ミ
石各 老半天 上尖
移意思 老大不小(的〉 使杯
明明叫 老等 四周圏
怪 老好人 拾紅
管 老街旧祁 淘神
迩街 老天 期(=蝦股〉
鬼 宋(=笑〉 ~脳
恰腰 示滋滋(的〉 玩JL不特
害牒 傍(lèng) 玩JL命
黒灯膳火 柄 玩JL完
胡応 聯 膳欝
炉稜子 擢 下三位
暁 (h首〉 麻利脆 閑銭
黄 茅房 現下
活荘 没撤 小莱
活i亥 没治 小腸串汽
活受罪 薄尖奪脳〈的〉 小看
好 拍(=拍弓庇〉 解 (xiè)
俊 拍弓庇 洋火.
借光 倒(=除去〉 悠
就算 捧臭脚 有喜
男娼 偏芳 在教
圏(juãn) 偏痔 糟糠
チf (=吃〉 起賦 {g. 
升鍋 抱架 *F 
可以 千九八百 摘見
考瞬 蔽(=蔽咋〉 技撤
投(=排世大使〉 品ら 至不祈
投倒 清早 弧大~
挫下股 求令令告妨妨 正司叉士三耳珂士t 
郎猫 傍(=民然〉 蹴
7. 表示が俗字の語葉
俗字とは，正字に対して称されるものである。厳密には，俗字が正字に比べて必ずしも漢字
の字画の数が少なく，成立が遅いというわけでもない。ただ，我々の取り扱う俗字は，多く宋
代以降に民間で流布したものが多い。民間で流行った話本，雑劇，弾詞，そして，白話小説等
で頻繁に見られる。
大衆の話し言葉は文字よりも音が先行する。従って，当て字がよく用いられる。その結果，
同ーの意味を示す語棄でも幾つかの漢字が当てられている。これらは，多く，正字がもともと
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ないのである。
待 =呆 家伏 =俵伏 人オ =人材
倒謄 =掲謄=切登 家什 =俵什 昨暁 =1Tf嚇
干時 =干瞬 叫花子 =叫化子 小小不言=小小不F
結擁 =枯耕=穀糠 委子 =楼子 特悠 =特瀞
呼扇 =惚扇 持陪 =狩股 刻 (kei)
花消 =花鞘 胞馳 =飽嚇 報 (cèi)
操子骨 =杯子骨 俄惹CJL)=俄碕 CJL)
急荏JL =急碕JL 曲膳 =抽膳
8. おわりに
以上， w現代漢語詞典』に見えるく口〉表示の語について，どのようなものがく口〉表記に
なるのかを理性的に，客観的な根拠から検討を加えた。この結果，いくつかの認定条件を立て
ることにより， く口〉表記の語棄が浮き彫りにされる点が判明した。即ち， JL化語，軽声語，
北京方音の語が多く，且つ，北京語に出自をもっ語が多い。更に，書面語的語嚢と対立する語
の中にも北京語に出自をもっ語が多い。これらの点は， く口〉表示の大部分を北京語(であっ
た)語嚢が占めるといえる。
以上を総合して， w現代漢語調典』のく口〉表示の語の特徴は次の通りである。現代普通語
の中では口語性が強いが，北京語の強い色彩を持つものの，方言であるとも断言できにくい特
殊な語である。
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